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小浜市議会事務局

3012月定例会
10月臨時会害韓日程

( 3 月 定 例 会 )
9月 12日 (本会議)

。議案上程 、説 明、質疑 、委員会付託

9月13日 (委員会 )

。建設

9月17日 (本会鶴 )

。一般質 問

9月18日 (本会醸 ・隻員会)

。一般質問  。総務、教育民生

3月19日 (委員会 )

。総務、産業経済、教 育民生

9月 25日 (本会議 )         
i

。委員長報告、質疑、討論、解決、追加議 案上程 、説 明、質疑

討論、採決

( 1 0 月 臨 時 会 )

10月 8日 (本会磯 )

。議 実上程 、説明、質疑 、討論、採 決

( 1 2 月 定 例 会 )

12月 15日 (本会議 )

。議 案上程、説明、質疑

42月 16日 (本会議 )

。賓疑 、委員会付 託

12月 13日 (本会騒 )

。一般質 問

12月 19日 (本会政 )

。一般 質問

12月 20日 (接員会 )

。教 育民生

12月 22日 (委員会 )

。総務、建設、産業経済

12月 24日 (本会議)                 
。

。委員長報告、質疑、討論、探決 、追加議 案上程 、説明、質疑

討議、採決
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築
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五
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度
小
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会
計
箱

正
予
算

（第
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号
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昭
和
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浜
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臼
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健
康
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正
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算
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特
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予
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言
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正

小
浜
第
二
中
学
被
救
台
第

一
期
改
築
工
事
に
か
か
る
水
路
施
諏

の
舶
去

上
の
入
れ
か
た
費
用
三
百
六
十
万
円
の
増
額

今
富
小
学
被
第
二
体
青
館
新
築
工
事
に
か
か
る

一
部
機
計
変
更
に
伴
う

九
十
八
万
九
千
円
の
増
額

四
路
縮

の
認
定
、

三
路
線

の
変
更
、　

一
路
線

の
廃
止

被
保
険
者
と
な
る

こ
と

か
で
き

る
外
国
人
は
現
在
米
国
等

七
ヵ
国
と
を

っ
て

い
る
が
外
国
人
登
録
法

の
規
定

に
よ
り
登
録
さ
れ
た
人
す

べ
て
を

技
保
険
者
と
す

る
た
め

の
女
正

人
事
院
勧
告

に
僻
う
職
員

の
給
与
及
び
寒
冷
地
手
当

の
改
正

収
益
的
収
支
で
は
水
道
加
入
金
、

工
事
負
担
金
収
入
三
百
三
十
五
万
円
、

冷
夏
に
よ
る
動
力
費
等
不
用
見
込
み
百
五
十
三
万
三
千
円
の
減
額
、

資

本
的
収
支
で
は
多
田
川
改
ほ
工
事
に
伴
う
水
道
督
移
設
締
役
ゃ

移
散
エ

事
費
等
八
百
五
十
万
円
の
追
加
補
正

穏
崇
演
用
他
百
四
十
三
万
四
千
円

の
源
都
編
王

長
期
債
利
子

の
減
額
と
前
年
度
操
越
金

の
補
正
に
よ
る
五
万

一
千
円

の

蔵
頂
補
正

造
成
地

の
地
質
調
査
及
び
地
下
水
位

の
調
査
等

の
費
用
九
十

二
万
八
千

「

み
Ｅ
加
補
正

日
田
紙
地
係
道
路
改
良
に
伴
う
消
火
栓
の
移
設
工
事
費
二
十
六
方
八
千

■

ろ

じ

加

輔

正

冷
夕

に
よ
り
被
書
を
受

け
た
本
和

に
対
す
る
共
済
金
を
主
を
も

の
と
し

て
二
千
百
七
■
六
万
三
千
円

の
追
加
補
正

今
自
小
学
線
第

二
仲
百
館
新
築

工
事

の
熙

田
工
務
店
と

の
需
負
実
無
縛

結人
卒
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改
正
、

農
林
水
産
業
受
、

土
木
費
、

消
防
費

を
主
を
も
の
と
す
る
四
億
三
千
五
百
十
九
万
九
千
円
の
追
加
補
正

療
装
拾
付
費
、

高
額
療
拳
費
及
び
健
康
情
報
調
査

ヨ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
ド

ッ
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実
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る
費
用
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億
三
千
三
百

一
万

一
千
円
の
追
加
補
正

大
西
種
治
氏
、

石
田
佐
久
治
氏
、

実
田
重
治
氏
、

古
谷
文
枝
氏

の
推
せ

ん 申
島
辰
男
氏
、

杉
田
率

一
氏

の
任
命

二
路
線

の
認
定
一
六
路
線
の

一
部
変
更
、　

一
路
瀬

の
廃
止

野
球
場

の
管
理
、

運
営

の
方
法
を
定
め
る

離
物
価

の
高
鵬

に
伴
う
し
床
く

み
取
り
料
金

の
酸
差

老
人
、

身
体
障
害
者
及
び
そ
の
他
居
住
の
安
定
を
は
か
る
必
要
が
あ
る

方

々
に
入
居
資
格
が
与
え
ら
れ
る

思
給
法
等

の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
う
改
正

六
良
庄
鳴
滝
川
上
流
砂
防
工
事
に
伴
う
簡
本
配
本
智
移
識
の
費
用
三
百

四
十
八
万
九
千
円
の
追
加
補
正

総
務
費
、

民
生
費
、

農
林
本
産
業
喪
、

教
育
費
を
主
を
も

の
と
す
る
三

隠
六
千
三
百
二
十
七
万

こ
千
「

の
追
加
補
正

着
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野球場管理運営のための条例を可決

教育委員会委員の任命 ・

人権擁護委員の推せんに同意

昭
和
五
十
五
年
第
二
回
小
浜
市
議

会
定
例
合
は
九
月
十
二
日
か
ら
二
十

五
日
ま
で
の
会
期
十
四
日
間
を
も
っ

て
行
な
わ
れ
、

昭
和
五
十
五
年
度
小

浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算
、

新
し
く

建
設
さ
れ
た
野
球
場
の
管
理
運
営
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
な
う
た
め
の
小
浜
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
に
関

す
る
条
例
の
制
定
な
ど
七
議
案
を
原

案
ど
お
り
可
決
し
た
ほ
か
、

教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
同
意
、

人
権
擁

護
委
員
の
推
せ
ん
に
同
意
を
い
た
し

ま
し
た
。

ま
た
、

こ
の
定
例
会
に
皆
さ
ま
方

か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
陳
情
は
結
合

運
動
公
国
の
建
設
に
つ
い
て
、

林
道

奥
田
紐
線
の
舗
装
に
つ
い
て
の
二
作

で
い
ず
れ
も
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

今富小第二体育館新築工事

負 契 約 を 可

補正予算4億3,519万9,000円を可決

外国人も国保の対象に〃
(国民健康保険条例の一部改正)

昭
和
五
十
二
年
第
七
日
小
浜
市
議

会
定
例
会

は
十

二
月
十
五
日
か
ら

二

十
四
日
ま

で
会
期
十
日
間
を
も

っ
て

行
な
わ
れ
、

昭
和
五
十
二
年
度
小
浜

市

一
般
会
計
補
正
予
算
外

四
特
別
会

計
、

二
企
業
会
計
補
正
予
算
、

小
浜

市
国
民
健
康
保
険
条
例

の

一
部
改
正

外
条
例

の

一
部

改
正
三
件
な
ど
十
六

議
案
を

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
昭
和
二
十
四
年
度
小
浜
市

一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
外
七
特
別
会

計
決
算

に

つ
い
て
は
決
算
特
別
委
員

会
を
設
置
、

こ

の
特
別
委
員
会

に
付

託
、

継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

10月臨時会

♂小
浜
市
廃
装

物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関

す
る
条
例
の

一
部
改
正

（問
）
今
回
の
値

上
げ
は
燃
料
、

人

件
費
が
主
な
も
の
と
の
説
明
で
あ
る

が
会
社
の
経
営
状
態
は
ど
う
か
。

（答
）
人
件
費
の
み
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

諸
物
価
の
高
時
に
よ
っ
て
、
し
尿
く

み
取
り
で
は
赤
字
で
あ
る
が
増
加
す

る
津
化
槽
の
清
掃
に
よ
っ
て
収
支
の

パ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
。

（問
）
く
み
取
り
手
数
料
を
値
上
げ

す
る
が
投
入
手
数
料
は
ど
う
す
る
の

か
。（答

）
県
下
各
市
の
状
況
か
ら
考
え

今
回
は
見
送
り
た
い
。

（問
）
く
み
取
り
の
量
目
が
正
確
で

あ
る
の
か
。

（容
）
タ
ン
ク
車

の
保
安
基
準
が
あ

り
規
定
の
メ
ー
タ
ー
器
が
付
い
て
い

る
が
見
に
く
い
場
合
も
あ
り
一
年
か

一
年
半
に
一
回
は
取
り
か
え
る
よ
う

指
示
し
て
い
る
。

（問
）
現
在
Ａ
・
Ｂ
地
域
に
分
か
れ

料
金
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
同

一
に

は
で
き
な
い
の
か
。

（答
）
距
離
的
な
問
題
も
あ
り
今
回

も
Ａ
・
Ｂ
地
域
に
し
て
い
る
が
今
後

は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

小
浜
動
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

管
理
通
営
に
関
す
る
条
例

の
制
定

（問
）
衆
文
か
ら
考
え
る
と
申
し
込

み
が
殺
到
し
た
場
合
、

当
然
雇
用
保

険
の
校
保
険
者
が
優
先
さ
れ
る
と
思

う
が
そ
の
点
ど
う
い
う
よ
う
に
考
え

る
の
か
。

（客
）
活
用
促
進
事
業
国
の
補
助
を

受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
条
文
と

な
っ
て
い
る
が
実
施
の
面
で
は
雇
用

保
険
の
被
保
険
者
を
優
先
す
る
と
い

う
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

小
浜
市
営
住
宅
管
理
条
例

の
一
部
改
正

（問
）
今
回
こ
の
条
例
が
改
正
さ
れ

る
と
男
六
十
歳
以
上
、

女
二
十
歳
以

上
が
入
居
の
対
象
と
な
る
が
す
べ
て

決
門日
倒
隅
関
日

昭

和

二

十

五

年

第

六

回

小

浜

市

議

会

臨

時

会

は

十

月

六

日
招

集

さ

れ

、

会

期

を

一
日

と

決

定

、

本

年

度

の
主

要

事

業

の

一
つ
と

し

て

計

画

さ

れ

て

い
た

今

宮

小

学

校

第

二
体

育

館

新

築

工
事

に

つ

い
て
競

争

入

札

の
結

果

株

式

会

社

嶋

田

工

務

店

に
落

札

し

た

た

め

、

工

事

の
請

負

契

約

を

縮

結

し

よ

う

と
す

る

も

の

で
、

本

案

を

原

案

ど

お

り

可

決

い
た

し

ま

し

た

。

圭萌

9・12月定例会

主
な
条
件
と
質
疑

の
住
宅
に
適
用
さ
れ
る
の
か
。

（答
）
一
人
入
居
に
適
し
た
す
べ
て

の
住
宅
に
適
用
さ
れ
る
。

そ
の
他
身

陣
者
、

戦
傷
者
、

特
別
援
護
法
の
傷

病
者
、

原
子
爆
弾
の
被
爆
者
、

生
活

保
護
者
は
単
身
で
入
居
す
る
こ
と
が

で
き
る
。③

③

一
般
会
計
補
正
予
算

（問
）
保
育
所
費
の
工
事
請
負
費
と

し
て
今
富
、

松
永
が
予
算
計
上
さ
れ

て
お
り
、

建
設
用
地
に
つ
い
て
地
元

で
提
供
す
る
場
合
と
市
費
で
購
入
す

る
場
合
が
あ
る
が
ど
の
よ
う
な
基
準

で
線
引
き
さ
れ
る
の
か
。

（客
）
常
設
、

い
地
で
は
保
育
料
に

か
な
り
の
差
が
あ
り
、

そ
の
あ
た
り

も
加
味
し
な
が
ら
僻
地
保
育
所
の
用

地
は
地
元
で
、

ま
た
、

常
設
の
場
合

は
遂
次
、

基
本
的
に
は
市
で
確
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

方
向
づ
け

と
し
て
は
地
元
負
担
を
少
な
く
す
る

方
向
で
努
力
し
た
い
。

（問
）
商
工
振
果
費
に
中
小
企
業
情

報
セ
ン
タ
ー
出
損
金
が
あ
る
が
こ
の

セ
ン
タ
ー
は
ど
の
よ
う
な
事
業
を
行

な
っ
て
い
る
の
か
。

（答
）
中
央
情
報
セ
ン
タ
ー
が
各
種

業
界
、

宮
庁
か
ら
情
報
を
収
集
し
各

県
単
位
で
設
置
す
る
情
報
セ
ン
タ
ー

へ
情
報
を
送
り
、

中
小
企
業
者
が
県

の
セ
ン
タ
ー
ヘ
問
い
合
わ
せ
れ
ば
い

っ
で
も
答
え
て
も
ら
え
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
と
な
つ
て
い
る
。

（問
）
観
光
費
の
関
係
で
若
狭
の
里

サ
ィ
ク
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
建
設
負
担

金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
施
設

の
管
理
運
営
は
ど
う
な
る
の
か
。

（答
）
サ
イ
ク
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は

十
一
月
完
成
、

約
束
で
は
県
か
ら
施

設
一
切
市
へ
譲
与
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
ぉ
り
現
在
そ
の
手
続
中
で
管
理

運
営
は
市
が
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

（問
）
歳
入
の
総
務
政
県
補
助
金
、

広
報
安
全
対
策
事
業
補
助
金
に
つ
い

て
原
秀
立
地
及
び
周
辺
地
域
に
変
付

さ
れ
て
い
る
が
ど
う
い
う
性
質
の
も

の
か
、

ま
た
、

歳
出
で
は
企
画
費
、

備
品
購
入
費
で
こ
の
金
が
支
出
さ
れ

て
い
る
が
こ
れ
に
つ
い
て
も
説
明
し

て
ほ
し
い
ｏ

（答
）
こ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
原

電
究
付
金
と
同
じ
よ
う
な
方
式
に
な

っ
て
ぃ
る
。

こ
の
補
助
の
目
的
は
原

子
力
発
電
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た

だ
く
と
い
う
の
が
基
本
的
な
考
え
で

あ
る
。

歳
出
に
つ
い
て
は
広
報
活
動

に
必
要
な
ジ
ー
プ
を
目
玉
と
し
、

あ

と
は
吹
写
機
、

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
等
を

中
心
に
整
備
し
た
い
。

今
後
は
委
員
会
、

協
議
会
の
指
導

も
ぃ
た
だ
き
、

有
効
、

通
切
な
執
行

を
し
た
い
。

小
浜
市
宅
地
造
成
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

（問
）
船
溜
り
の
埋
め
立
て
地
に
つ

い
て
調
査
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が

今
度
初
め
て
地
質
調
査
を
さ
れ
る
の

か
、

今
回
の
調
査
は
ど
の
程
度
な
の

か
。（答

）
埋
め
立
て
以
前
に
調
査
は
完

了
し
て
い
る
。

理
想
的
な
埋
め
立
て

が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
調
査
を
し

た
い
。

（問
）
調
査
は
完
工
検
査
で
あ
る
の

か
、

埋
め
立
て
事
業
の
基
本
的
調
査

な
の
か

（答
）
埋
め
立
て
に
つ
い
て
少
し
不

信
感
が
あ
っ
た
時
期
も
あ
り
、　

一
年

余
り
養
生
期
間
を
置
い
て
と
考
え
て

い
た
が
、

早
く
調
査
し
て
安
心
さ
せ

て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
も
あ
り
、

関

係
の
皆
さ
ま
方
と
よ
く
協
議
し
た
後

に
調
査
を
し
た
い
。

（問
）
こ
の
委
託
料
で
調
査
が
完
了

す
る
と
は
思
え
な
い
が
、

造
成
事
業

の
進
捗
を
見
合
せ
な
が
ら
改
め
て
そ

の
費
用
を
計
上
さ
れ
る
予
定
を
の
か

（客
）
関
係
者
が
こ
の
状
態
な
ら
大

丈
夫
だ
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
予
算

は
不
必
要
で
、

こ
れ
で
は
安
心
で
き

な
い
も
う
少
し
調
査
を
し
て
は
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
提
案
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

禁
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議
会
で
は
、

北
陸
新
幹
線
若
狭
ル

ー
ト
決
定
に
つ
い
て
積
極
的
な
運
動

を
展
開
、

昭
和
四
十
入
年
十
月
全
国

新
幹
線
整
備
法
に
基
づ
く
整
備
計
画

が
発
表
さ
れ
北
陛
新
幹
線
若
狭
ル
ー

ト
が
決
定
さ
れ
た
。

以
来
、

調
査
、

研
究
の
た
め
の
対
策
委
員
会
を
設
置

す
る
と
と
も
に
早
期
者
工
並
び
に
若

狭
駅
実
現
に
精
力
的
な
活
動
を
続
け

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
運
輸
省
、

鉄
道
建
設

公
団
、

国
鉄
等
陳
情
を
重
ね
て
き
た

と
こ
ろ
、

北
陸
新
幹
線
を
は
じ
め
と

す
る
整
備
五
新
幹
線
に
対
す
る
昭
和

五
十
六
年
度
政
府
予
算
は
百
二
十
億

円
の
建
設
費
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
者
工
順
位
を
め
ぐ
っ
て
、

今

後
さ
ら
に
関
係
沿
線
の
働
き
か
け
が

白
掬
の
様
相
を
呈
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
に
つ
い

て
は
投
資
探
算
性
、

地
元
の
協
力
体

制
の
面
か
ら

一
歩
リ
ー
ド
し
て
い
る

と
い
う
関
係
機
関
の
感
触
も
得
て
お

り
、

昨
年
か
ら
は
富
山
、

長
野
県
下

で
ト
ン
ネ
ル
の
試
掘
が
行
な
わ
れ
る

な
ど
実
質
的
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

な
お
一
そ
う

強
力
を
運
動
を
続
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

一
方
、

国
鉄
再
建
法
の
施
行
に
よ

り
全
国
八
十
六
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
の

廃
上
が
昨
年
決
定
し
、

さ
ら
に
昭
和

六
十
年
以
降
に
は
十
八
路
線
の
追
加

が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ

の
路
線
の
中
に
含
ま
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
予
想
さ
れ
る
国
鉄
小
浜
線
に

つ
い
て
は
、

若
狭
地
方
唯

一
の
鉄
道

と
し
て
沿
線
住
民
の
生
活
路
線
で
あ

る
こ
と
か
ら
、

議
会
と
し
て
も
い
ち

早
く
現
状
維
持
に
つ
い
て
政
府
関
係

機
関
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
な
ど
、

そ
の
対
策
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
今

後
は
沿
線
議
会

一
体
と
な
っ
く

廃

止
反
対
運
動
を
行
な
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
会
に
お
い
て
も
努
力
を
続
け
て

い
る
国
道
整
備
に
つ
い
て
は
、

各
市

町
村

一
体
と
な
っ
て
同
盟
会
を
組
織

し
改
良
促
進
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
道
三
〇
三
号
線
に
つ
い
て
は
昭

和
四
十
二
年
国
道
昇
格
以
来
寒
風
ト

ン
ネ
ル
の
開
通
を
は
じ
め
種
々
の
改

良
が
行
な
わ
れ
る
一
方
、

最
も
難
所

と
さ
れ
る
水
坂
峠
に
つ
い
て
も
こ
の

ほ
ど
ト
ン
ネ
ル
エ
事

（総
工
費
十
五

億
五
千
九
百
万
円
、

延
長
七
百
九
十

八
常
、

革
道
幅
六
Ｈ
の
二
草
線
）
が

三
カ
年
継
統
事
業
で
進
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
、

二
月
二
十
七
日
に
起
エ

式
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
工
事
の
完
成
は
昭
和
二
十
八
年

に
な
り
ま
す
が
、

売
成
の
暁
に
は
距

離
の
短
縮
は
も
と
よ
り
冬
李
間
に
お

け
る
通
行
が
緩
和
さ
れ
産
業
、

経
済

観
光
面
で
は
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
る

も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、

国
道
一
六
二
号
線
に
つ
い

て
も
堀
越
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
を
は
じ

め
種
々
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、

谷
日
～
小
倉

（名
田
庄
村
）

間
の
改
良
工
事
に
伴
う
小
倉
ト
ン
ネ

ル

（延
長
二
百
六
十
】
、

幅
員

一
〇

・
二
五
Ｈ
）
が
四
億
八
千
万
円
の
事

業
費
で
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

こ
の
ほ
ど
起
工
式
も
終
わ
り
二
十
八

年
春
の
完
成
を
目
ざ
し
者
々
と
工
事

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

朝
夕
の
通
動
時
及
び
観
光

シ
ー
ズ
ン
と
も
な
る
と
交
通
渋
滞
と

な
る
国
道
二
十
七
号
線
湯
岡
橋
付
近

の
整
備
に
つ
い
て
も
昭
和
二
十
五
年

度
に
お
い
て
湯
岡
橋
改
良
の
調
査
費

が
予
算
化
さ
れ
て
お
り
、

二
十
六
年

度
そ
の
調
査
の
解
析
が
行
な
わ
れ
ま

す
が
、

そ
の
結
果
に
基
づ
き
改
良
が

行
な
わ
れ
る
も
の
と
期
待
を
し
て
い

ま
す
。

と
で
小
浜
外
港

（二
十
三
万
平
方
材
）

の
埋
め
立
て
も
昨
年
末
に
終
わ
り
、

そ
の
全
貌
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

今
奉
か
ら
は
埋
め
立
て
造
成
地
内

の
敷
地
内
道
路
や
地
盤
の
沈
下
状
況

調
査
を
進
め
る
一
方
、

二
十
六
年
度
．

中
に
水
産
加
工
、

荷
揚
げ
場
、

輸
送

セ
ン
タ
ー
、

造
贈
、

海
運
、

観
光
等
、

水
産

・
流
通
・
海
運
関
係
の
各
々
ヘ

の
埋
め
立
て
造
成
地
の
割
り
つ
け
、

二
十
七
年
度
に
造
成
地
の
売
却
、

次

い
で
二
十
八
年
の
仮
オ
ー
プ
ン
ヘ
と

着
々
と
計
画
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い

ま
す
。

議
会
と
し
て
も
、

こ
れ
が
外
港
修

築
事
業
に
対
処
す
べ
く
、

い
ち
早
く

対
策
委
員
会
を
設
置
し
て
調
査
、

研

究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、

委
員
会
と
し
て
も
来
た
る

べ
き
外
港
の
オ
ー
プ
ン
に
備
え
て
一

言
地
方
卸
売
り
市
場
、

焼
津
水
産
加

エ
セ
ン
タ
ー
、

名
古
屋
西
流
通
セ
ン

タ
ー
等
々
の
先
進
地
視
察
を
も
行
な

い
、

認
識
を
よ
り
深
め
て
い
く
と
と

も
に
外
港
の
早
期
完
成
へ
向
け
て
努

力
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。下

水
道
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

終
木
処
理
場
の
位
置
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、

市
の
結
予
算
の
二
年
に
相
当

す
る
金
額
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

市

の
財
政
事
情
を
考
慮
し
な
が
ら
一
歩

一
歩
着
実
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
で
あ
り
ま
す
。

近
代
都
市
の
重
要
課
題
の
一
つ
で

も
あ
る
下
水
道
に
つ
い
て
は
、

昭
和

五
十
六
年
度
中
に
計
固
決
定
を
示
す

べ
く
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
御
協
力
と
市
当
局
の
、

な
お
一
そ
う
の
努
力
を
期
待
す
る
と

と
も
に
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
対
策

委
員
会
を
設
置
し
環
境
の
整
備
に
調

査
、

研
究
を
統
け
て
お
り
ま
す
。


